
平
成
三
十
一
年
二
月
八
日
提
出

質

問

第

三

四

号

新
た
な
介
護
人
材
の
処
遇
改
善
メ
ニ
ュ
ー
の
円
滑
な
活
用
促
進
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

山

井

和

則
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新
た
な
介
護
人
材
の
処
遇
改
善
メ
ニ
ュ
ー
の
円
滑
な
活
用
促
進
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
九
年
十
月
実
施
の
平
成
三
十
一
年
度
介
護
報
酬
改
定
は
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
十
七
日
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
は
、
新
し
い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
基
づ
く
介
護
人
材
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
、
国
費
二
百
十
億
円
程
度
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
具
体
的
内
容
は
、
社
会
保
障
審
議
会
介
護
給
付
費
分
科
会
が
二
〇
一
八
年
十
二
月
二
十
六
日
に
公
表
し
た

「
二
〇
一
九
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
関
す
る
審
議
報
告
」
（
以
下
、
審
議
報
告
と
い
う
。
）
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
二
〇
一
七
年
十
二
月
八
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
し
い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
、
「
五
�
介
護
人
材
の
処

遇
改
善
」
で
、
「
他
の
介
護
職
員
な
ど
の
処
遇
改
善
に
こ
の
処
遇
改
善
の
収
入
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
柔
軟
な
運
用
を

認
め
る
こ
と
を
前
提
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
け
る
勤
続
年
数
十
年
以
上
の
介
護
福
祉
士
に
つ
い
て
月
額
平
均
八
万
円

相
当
の
処
遇
改
善
を
行
う
こ
と
を
算
定
根
拠
に
、
公
費
千
億
円
程
度
を
投
じ
、
処
遇
改
善
を
行
う
。
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
審
議
報
告
」
の
中
で
、
「
経
験
・
技
能
の
あ
る
介
護
職
員
に
お
い
て
、
月
額
八
万
円
の
処
遇
改
善
と
な
る
者
又
は

処
遇
改
善
後
の
賃
金
が
役
職
者
を
除
く
全
産
業
平
均
賃
金
（
年
収
四
百
四
十
万
円
）
以
上
と
な
る
者
を
設
定
・
確
保
す
る
こ

と
。
」
（
以
下
、
「
月
額
八
万
円
等
の
処
遇
改
善
と
な
る
者
の
確
保
等
」
と
い
う
。
）
等
の
要
件
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
以
下
の
通
り
質
問
し
ま
す
。

一



一

「
審
議
報
告
」
に
あ
る
処
遇
改
善
加
算
を
希
望
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
、
介
護
職
員
を
経
験
し
て
役
職
者

と
な
っ
た
上
位
職
者
（
管
理
職
等
）
や
、
直
接
介
護
に
従
事
し
な
い
事
業
所
管
理
者
と
の
賃
金
逆
転
が
生
じ
る
場
合
は
、

「
月
額
八
万
円
等
の
処
遇
改
善
と
な
る
者
の
確
保
等
」
を
し
な
く
て
も
、
当
該
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
処
遇
改
善
加
算
の

対
象
に
な
り
得
ま
す
か
。
対
象
に
な
り
得
る
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件
が
求
め
ら
れ
ま
す
か
。

二

「
審
議
報
告
」
に
あ
る
処
遇
改
善
加
算
を
希
望
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
、
経
験
・
技
能
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー

級
の
介
護
職
員
が
多
数
在
籍
し
て
お
り
、
「
月
額
八
万
円
等
の
処
遇
改
善
と
な
る
者
の
確
保
等
」
の
対
象
者
を
絞
り
込
む
こ

と
が
困
難
な
場
合
は
、
「
月
額
八
万
円
等
の
処
遇
改
善
と
な
る
者
の
確
保
等
」
を
し
な
く
て
も
、
当
該
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
は
処
遇
改
善
加
算
の
対
象
に
な
り
得
ま
す
か
。
対
象
に
な
り
得
る
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件
が
求
め
ら
れ
ま
す
か
。

三

「
審
議
報
告
」
に
あ
る
処
遇
改
善
加
算
を
希
望
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
、
新
規
に
事
業
所
を
開
設
し
た
ば

か
り
で
、
勤
続
十
年
以
上
の
介
護
福
祉
士
が
在
籍
し
な
い
場
合
は
、
「
月
額
八
万
円
等
の
処
遇
改
善
と
な
る
者
の
確
保
等
」

を
し
な
く
て
も
、
当
該
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
処
遇
改
善
加
算
の
対
象
に
な
り
得
ま
す
か
。
対
象
に
な
り
得
る
場
合
は
、

ど
の
よ
う
な
条
件
が
求
め
ら
れ
ま
す
か
。

四

現
在
、
全
国
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
、
年
収
四
百
四
十
万
円
を
上
回
っ
て
い
る
職
員
は
何
名
程
度
存
在
し
て

二



い
る
と
、
政
府
は
認
識
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
職
員
の
方
の
主
な
職
種
は
、
役
職
者
や
管
理
職
で
す
か
。
さ

ら
に
、
そ
の
よ
う
な
職
員
で
介
護
職
員
の
方
は
何
名
程
度
と
認
識
し
て
い
ま
す
か
。

右
質
問
す
る
。

三


